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日本伝統音楽の特性を把握するための諸課題

伊 野 義 博

1 目的

例えば, 小学校の歌唱共通教材に 日本古謡と して ｢ 子守歌｣ がある｡ 児童が こ の歌を歌う場合, 教師の指

導の ポイ ソ トは
,
何に なるのだ ろうか ｡ 教科書で は, 陰音階と陽音階で歌い 分ける, ある い は ,

2 種類の歌

と して学習するとい っ た示唆が 見られる｡ 他 の歌唱教材と同様に五線譜を用 い て記載されて い る こともあり ,

教師の 注目は , 日本的な旋律の歌唱や陰や陽すなわち半音と全音の 差を児童が歌い分ける こと, になるだ ろ

う ｡ 西洋的な耳で こ の 音楽を解釈するならば ,
こ の 陰と陽に対して , 長調と短調との違い に共通 した意味合

い を感じると い う こと もあるか もしれない ｡ しか し, そ れ で子 どもたちは, 日本の伝統音楽を学ん だ こ とに

なるの だろうか ｡

例 えば
,
こ の 半音と全音の 区別 がそ れほ ど厳密で はなくも っ と流動的に捉 えられ て い るとしたら, さらに ,

節回 しそ の も の が 五線譜に示 したように固定されたもの で はなく
,
およそ 共通 した枠組み の 中で , 人 に より

自由に歌い 継が れる性格ともつ ものだとしたら, そ してそ れが , 伝統音楽を学習す る大切な要素だと したら ,

指導 の方法は 全く異 な っ た も の に な る の で は な い か ｡ 日本伝統音楽 の特性 を確か な形 で 把握す る必 要性が こ

こ に ある｡

しか しなが ら日本伝統音楽にお い て は, そ れぞれの 種目がそ れぞれ独自性を持ち, 相互交流する こ とは少

なく
,
統 一

的な視点や 考え を持たずに継承され る傾向が 強く あ っ た ｡ 従 っ て ,
各種目間 の共通 した 用語法や

理論体系を見出すに は困難が伴う ｡ また, い わゆる西洋音楽とは異な っ た体系の 中で 音楽が創出されて きた

ために , 西洋の用語法や 分類法を援用する際の 危険性もつ きまとう｡

音楽科教育で 日本伝統音楽を取り扱うために は , そ の 特性を包括的系統的に , そ して 的確に把握すること

が必要か つ 急務で あるが ,

一 つ には種目毎の 非交流性, また 一 つ に は日本と西洋の 音楽の性格の相違から様々

な疑問や課題が生まれて い る｡

本稿の 目的は, 日本伝統音楽の 特性に つ い て , そ れが どの ように 把握 され提示 され て きたかを先行研究に

学び, そ れらを整理提供するとともに , 特性把握に おける音楽科教育上の課題を浮き彫りにする ことに ある ｡

2 方法

論を進めるに あた っ てまず,
日本伝統音楽の 特性及び特性把握に おける課題に つ いて の諸研究を

,
音楽科

の 授業実践を 目途 とした視点か ら取り上げた ｡ 直結するもの を資料 3 として まとめて おく｡

こ れらの研究を 1 ) 特性把握の 現状 2 ) 野性把握にお い て 考慮す べ き事項 3 ) 認識 の方法とい っ た観

点か らまとめ , さらに こ の結果をもとに ,
特性把握における課題に つ い て そ れぞれ考察する ｡
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3 内容

I ) 特性把握の現状

日本伝統音楽の 特性を把握するに は
,
世 界に多種多様に存在す る音楽の

一

つ と して 可能な限り共通 の 枠組

み か ら捉える努力が なされて きた ｡ また
,
それ らを学校教育の音楽授業を想定し, 授業実践に 適用 で きるよ

うにする観点も生まれて い る ｡ こ の点に おい て , 現在有効に 活用 で きるもの として
,
小泉や 小島の研究が 存

在する ｡ 資料 1 は, 二 つ の 研究で提示された日本伝統音楽の 理論 , 音楽的特徴をあげ , 現行の 中学校学習指

導要領で提示 され て い る諸要素と比較したもの で ある｡
一

見して わかるように , 学習指導要領に音楽の構成要素と して ある , 音色 ･ リ ズ ム ･ 旋律等の 分類と音階･

リ ズ ム ･ 音色 ･ 旋律法などと い っ た 二 氏 の 分類に は緊密 な対応関係が見られる｡ また , 学習指導要領の 諸要

素の 内容 のそ れ
'
ぞれが , 西洋音楽だけで は なく

,
日本伝統音楽の特性 も網羅で きるよう記述され て い るた め

に
, 授業実践にお い て有効な活用 が期待で きる ｡ ただ し, 厳密にみるならば, 学習指導要領に おける構成要

素 ･ 表現要素とい っ た区分, 小島に 見られるリ ズ ム 感とい っ た発想, 序破急の ような楽曲構成や速度と い っ

たように いく つ もの 要素に深く関連する概念, 旋律法や フ レ ー ズ の構成法とい っ たとらえ方に は基本的な相

違が見られる｡ また
,
資料 1 で は

,
共通の枠組みと して示 したものの ,

こ の 三者はもともと , 小泉は, 日本

の音楽の ｢ 理論｣ と して , 小島は ｢ 伝統音楽の 音楽的特徴｣ と して , そ して学習指導要領は ｢ 諸要素｣ と し

てまとめ たもの で ,
こ の 意味に おい て も発想の もとが異 な っ て い る｡ 仮に 現行の 学習指導要領の 諸要素の 発

想を生か すの で あれば ,
いわゆる諸要素と して , 学習指導要領との共通性のもとに 日本伝統音楽の特性を提

示する こ とが期待される｡ 加え て
,
下位項目, す なわち, 音色 ,

リ ズ ム
, 旋律などで ある が ,

こ れらに示さ

れる特徴的な事項の 整理 も必要となる ｡ 資料 2 で は, 先行研究の例 を 2 つ 示 した ｡ こ こ で は
,
リ ズ ム や 旋律

とい っ た項目の そ れぞれに伝統音楽の 特性が詳細に整理され て い る｡ こ れら の 研究具体的な提案として 参考

に なると考える｡

2 ) 特性把握におい て考慮すべ き事項

次に
,
諸特性を把握するに あた っ て 考慮す べ き事項を検討しよう｡

一

つ は用語法の 問題 で ある ｡ 例 えば資料 3 の 木戸 の指摘で あ る｡ こ こ で 木戸 は, 御神楽の 説明にお い て 次

の ような事柄を指摘 して い る ｡ ｢ 私 は わ ざと合奏すると書か な い で
,
同時に 重複して演奏すると書い た ｡ 合

奏と い う ヨ ー ロ ッ パ 音楽のため の既成の 用語に は既成の概念が つ きまと い ,
ヨ ー ロ ッ パ音楽とは異質の時間

や空間や引力が支配する御神楽の 説 明に は適当で ない か らで ある｡ ｣ ( 木戸1 9 8 8 a )

｢ 同時に重複して 演奏す る｣ 意識と ｢ 合奏す る｣ 意識に は , 確か に似 て 非なる考え方が存在す るo 様 々 な

音楽を語る ｢ 用語｣ の 用 い 方に は
,
そ の 用語を用 い て きた音楽の背景が 深く関係 して い る｡ 伝統音楽の 特性

を西洋音楽の 用語を用い て説明 した り解釈したりする危険性が こ こ に存在する｡ こ の 合奏の 例は何 も特別な

もの で はなく
,
例えば

,
合唱

, 斉唱な どもそ うで ある ｡ ま た ,
｢ 拍子｣ と い っ た 用語も, 様 々 な意味で 用 い

られて い る｡ ｢ うた｣ ある い は ｢ うたう｣ と い っ た 概念に は ,
｢ 歌｣ ｢ 謡｣ ｢ 唱｣ ｢ 詠｣ ｢ 詣｣ など実に 多様な文

字が当て はめ られ , そ れぞれ意味する内容や範囲も異なる ｡ こ の よう に
,
こ れまで使用 してきた

,
用語 ( こ

れらは主と して西洋音楽に用 い られる) を どの ように解釈するの か , 日本伝統音楽の 用語をい か に整理 して

いくか が課題 とな っ てくる ｡ 用語の 意味や概念を整理する こ と , 必要 におい て はあらたな解釈を提供する こ

とも求められるで あろう｡

次に 4 度枠内の 中間音の位置の 流動性 の 問題が ある｡ こ の こ とに関して は
, 資料 3 に柴田と大塚の 研究を

あげた ｡ まず , 柴田 は ,
｢ 核音か らの 間隔は 4 度の協和関係にく ら べ るとは るか に 不 安定 で あるが , ほ ぼ 2

種類 ,
つ まり長 2 度 の 間隔と短 2 度の 間隔に 区別 で きる｡ しか し, 民謡や わらべ 唄に は長 2 度を超 えたり ,

長 2 度か 短 2 度か の 区別のは っ きりしない場 合も大 い に あり得る｡ ｣ ( 柴田19 8 0) こ とを指摘して い る ｡ 中間

音で は, 核音か らの 間隔が 不安定 で ある こ と, そ れが長 2 度か短 2 度か 区別が は っ きり しない 場合も大 い に

あり得る こと, これらの事実は , 実際民謡やわ らべ うたをはじめ, 日本の 歌に今で もごくふ つ うに 出て くる

現象で ある ｡ ま た ,
大塚 は

,
三 味線 音楽を丹念 に研究 し, 奏者 の立場か ら ｢ 臨機音高組織理論｣ なる もの を

導き出 して い る ｡ 資料で は
,
そ の

一

部をあげた が
,
こ こ で は 次 の ように 説明され て い る ｡
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｢ 従来の ｢ 都節音階｣ ( たと えば, e
l

-f
l

- a
l

- h
l

- c
2

- e
2

) に ,
fis
t

,
ci s

2

,
d
2

を 加えた音列 にお い て , 宮は e
l

と

e
2

, 角は a
l

, 徴は h
l
で あり

, 商は, f
l

-fi s
l

の 範囲 , 羽は c
2

-d
2
の 範囲の うちの どれか の 音高が 現れうる, と

いう可能性をもつ ｡ ｣ ( 大塚1 9 9 5)

すなわち, ミ フ ァ ラ シ ドミ に プ ァ ♯,
ド♯,

レ を加 えた音列 を考えた場合, 商は フ ァ と フ ァ ♯,
羽は ドと

レの範囲のう ちどれ か の 音高が現れるとい う｡

特に , 義太夫三味線におい て は, ド♯か ら レまで の間の い ろい ろな音高が 一

つ の勘所と して奏されると い っ

た結果を記して い る｡ また , 小泉が 二 元論的に対立すると した律の テ トラ コ ル ドと民謡の テ トラ コ ル ド, そ

して
, 都節の テ トラ コ ル ドと律の テ トラ コ ル ドは ,

そ れぞれ境界線が 暖昧で あり , 対立 で はなく てむ しろ密

接なつ ながりが ある ことを明らか に して いる ｡ ( 大塚1 9 9 5 p . 1 1 4)

こ れら の 研究成果に学ぶ ならば
,
日本 の 旋律を構成する核とい われる 4 度における中間音の位置づ けが,

少なくとも,
ピ ア ノ の鍵盤の ように , 半音きざみの階段状で はない ことが指摘される｡ しか し音楽室で は ,

日本の音階, 例えば都節音階や民謡音階などが 中間音の 半音の位置づ けを根拠に し, それをもとに リ コ ー ダ ー

等を用 い て 日本のふ しを つ く っ たり して い る ｡ こ の活動は, 日本の伝統的な節の 有り様を学ん だ こ とに なる

の で あろうか ｡

特性を把握する上 で
,
考慮すべ き事項と して ,

｢ 間｣ の 問題も重要で ある ｡ 資料 3 で は, 蒲生 ,
徳丸

,
蘇

井の 文献を取り上 げた ｡ こ れら の 研究か ら推察するならば ,
｢ 間｣ は大きく リ ズ ム の 概念に入 るようだ｡ 蒲

生 は ｢ 音楽の リ ズ ム を, 拍と柏の あい だの 時間的距離とい う観点か ら, 演奏の 次元を捉 えた概念｣ と い っ た

整理を して い る ( 蒲生1 9 8 3) ｡ 徳丸は, こ の ｢ 間｣ を , 柏と して の 間, 拍子と して の 間,
リ ズ ム と して の 間

とい っ た形 で 分析して い る ( 徳丸1 9 8 3) ｡

｢ 間｣ を こ の ように分析的客観的に 捉える ことに より, 今後音楽の諸要素における位置づ けが明確に な っ

て く る もの と思われる ｡ そ の た め か蒲生は ,
｢ 間｣ を考え る に あた っ て ｢ 気迫 , 気合い , 息扱い な どとい っ

た要素は, ひとまず聞から切り離したほ うがわか りよい ｡ ｣ と して い る ( 蒲生1 9 8 3) ｡ 確 かに 客観的な レ ベ ル

で 構造的に捉えようとするならば こう した試みも必要となろう｡ しか し同時に藤井が ｢ あい だで あり, ひま ,

い とま で あり
,
こ ろあ い や しお で あり

,
そ の場の ぐあい たなりゆきで ある｣ と指摘する ｢ きわめ て 日本的な

概念｣ ( 藤井1 9 9 8) で ある こ の ､ ｢ 間｣ を児童生徒が 体験し, 実感と して 理解する上 で は , 気迫や 気合い , あ

る
＼

いは呼吸や息づ か い とい っ た観点か ら の学習は重要とな っ てく る｡ こう した音楽の とらえ方, 認識の 相克

をどの ように克服 して い っ たらよい の で あろうか ｡

空間性に つ い て は , 音楽授業にお い て は これま で 考えられる こ とが少なか っ たと い える ｡ しか し例 えば神

社の境内や家々 の 門 口 , ある い は街 の い たる所で 奏される獅子舞の輝子や祭喋子 , 橋が か りが 伴う神楽舞な

ど
, 音楽は拡が りをも っ た空間の 中で 行われる ことも多い ｡ 遠く に 聞こ えるお輝子や 次第に近づ い てくる音

や遠 ざか る山車の聯子 や歌, 空間に混在する様々 な音の に ぎわ い を我が 国 で は伝統的に楽しん で きた ｡ こ う

した空間で は, 音源が移動したり交錯したりもします｡ こ の場合, 聴き手は近づ く音や遠ざかる音など, 刻 々

と変化する音の 世界に浸る こ ととなる ｡

伝統芸能の世界に 限を向けるならば ,
例 え ば

,
歌舞伎で は, 花道を歩く役者の 足音, 下手黒御簾の 音楽,

上手で はツ ケ の 音
,
舞台中央の 長唄とい っ たように

,
劇的な空間を生か した音楽が 意識的に構成されて い る ｡

音楽の 有り様に つ い て , 時空間の観点か ら捉 えた研究として は , 資料 3 に示 した加藤の例があるが, 伝統音

楽の 特性を把握す るに は, こ う した空間性とい っ た観点も見逃せ ない ｡

最後に言語的特性に つ い て 考え よう ｡ こ の こ とに つ い て例えば柴田 は ,
｢ 音楽 の か たちはそ の 民族の 言語 ,

それ も話される言葉ときわめ て 密接 に結び つ い て い る ｡ 言葉の ア ク セ ン ト
,
語や 文章の ア ク セ ン トが音体系

を, 音階を つ く り出す の で ある ｡｣ と述べ て い る ( 柴田1 9 8 3) ｡ こ の 指摘を待つ ま で もなく , 伝統音楽の 特性

把握 にお い て , 言語とい っ た窓口 は ,
必要不 可欠なもの で ある ｡ 日 本伝統音楽は , 声 の音楽が 多い と言われ

て い る ｡ また
,
唱歌 ( し ょうが) の表現に 見られるように , 楽器の音楽に おい て も, 言葉の 影響は多大なも

の がある ｡ 言葉の 韻律, 抑揚, 高低 ア ク セ ン トが ,
い か に音楽の表 現と関係 して い るか , と い っ た視点を持

つ べ き で ある｡
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3 ) 認識の方法

最後に認識の 方法に つ い て 4 つ の点か ら考察する ｡

第 1 は, 文化の中で 了解された価値と して音楽を受け止める姿勢の 重要性 で ある ｡ こ れ に つ い て
,
柿木は

,

｢ 或る文化に おける価値体系で 他の 文化に おける価値を判断する こ とは不可能｣ で あるか ら ,
｢ 西洋音楽に

おける < 美> を感じ取 っ た り理解 したりするためには
,
ヨ

ー

ロ ッ
パ 文化の 価値体系を学習する必要が｣ 慶, る

こ とを指摘して い る ( 柿木1 9 8 9) ｡ 柿木はまた, 日本の 民謡に おける旋律認識に つ い て ｢ 日本の 民謡で は,

旋律の 各部分の構造式が同じで あり, か つ特徴的なリズ ム も含めて旋律曲線がだいたい 一 致して さえ いれば
,

細部の 旋律運動一小節など一に か なりの 相違があ っ て も, 一 般に は同 一 の 旋律として認識され
,
き かれて い

る｡ ｣ ことを示 して い る ( 柿木1 9 8 2) ｡ こ う した ことを日本伝統音楽の点か ら見る ならば, 西洋音楽の価値体

系で 日本伝統音楽を判断する こ とはで きない の で あり
, 従 っ て伝統音楽を理解するに は , 伝統音楽の価値体

系を学習する必要があるこ と に なる ｡ 徳 丸は
,
｢ 現在 の 問題点は

,
われわれが こ う した誤 りをおか しが ちで

ある ことに さえ気が つ かぬ まま , 自分た ちの ｢ 音楽性｣ に頼 っ て
,
異 なる音楽を捉え

,
そ の 美学を論じる傾

向が強す ぎる こと で ある｡ ｣ ( 徳丸2 0 0 0) と述べ , 自身が身に つ けた音楽様式 で他の 様式の音楽を判断する こ

との危険性を警告して い る ｡ こ れは
, 冒頭に例示 した子守歌の 指導に も関係してく るだけで はなく, 学習指

導要領の リ ズ ム , 形式などと い っ た諸要素を西洋音楽の枠組みと して理解し, そ の 枠組み で 日本伝統音楽を

つ かむ こ と - の警告とも受け取 っ て よい だろう｡

第 2 に, 音楽の 有機的, 立体的把捉の 必要性 をあげた い ｡ 木戸は , ｢ 日本 の 唄は旋律をうたうだけ の もの

で はなく, 旋律つ まり音の高低の他に , 音色 ･ 音量 ･ 音勢なども含め て ,

一

つ の 有機的な表現を目指す もの

で ある ｡ ｣ こ とを強調し, ｢ 洋楽的な聴き方をすると ,
メ ロ デ ィ ー と リ ズ ム に 分解して理解しようとする ｡ 他

の要素, それは音の 高低や長短と同じくらい大切な要素で あるが 音色や 音勢は理解の網に かか っ て こ なくな

る｡ と い う こ とはや がて はう しなわれて い く こと になるだ ろう o ｣ ( 木戸1 98 8 b ) と述べ
,
音楽を分解 し, / i6

分的に聴い たり表現したりする危険性を指摘 して い る ｡ 例 えば , 我 々 が ｢ 音階｣ に注目 して伝統音楽の学習

を した つ もりに な っ たとす るならば, そ し てそ の ような学習が 現実の 教室 で おきて い る の で あれば ｢ やが て

はうしなわれて い く こ とに なるだろう｣ と い う木戸 の 危倶は
,
現実の もの とな っ て い くだろう ｡

第 3 に学習法と して の ｢ 聴唱法｣ ｢ 模 唱法｣ ｢ 唱歌｣ ｢ 口 三 味線｣ の重要性 で ある｡ こ れま で 述べ て きたよ

うに , 音楽を有機的 , 立体的把握するために
,
すなわち伝統音楽本来の 姿を学 ぶた め に は , 音楽が培われ て

きた学習法を生か すことが 重要視されなければ ならない ｡ こ の こ とに つ い て は
, 資料 3 に鷲尾 (1 9 7 0) の 例

をあげたが
,
こ の 他にもこれまで 多くの 指摘が ある ｡

さて
,
日本伝統音楽の特性把握に つ い て

, 現状と課題を複数の 方向か らまとめてきた｡ 最後に これま で と

は異な っ た方向
,
すなわ ちこ れまで の音楽の特性把握とはか ならずしも共通の枠組みに はない もの の

,
日本

伝統音楽を把握するに は重要で あると思われる視点に つ い て 触れたい ｡

先 に 述べ たように , 木戸は ,
日本の唄が 一

つ の 有機的な表現を目指す もの で ある こ とを指摘して い るが ,

そ の 文面に引き続き
,
｢ 根底に ある もの は , 息 で あり気で ある ｡ ｣ と述べ て い る ｡ ま た , 茂手木は

,
日本音楽

の 三要素と して ,
< 音色 >

,
そ して < 言葉>

,
そ れに < 息 > をあげて い る ｡ こ こ で は, 文楽を例に , 音色に

おい て は ,
｢ 太夫が語り分け る人形 の個 性や心理状態は , 声 の音色｣ と深く関わ っ て い る こと ｡ 老人 の 声,

若者の 声, 子 どもの声などの 発声法を工 夫 し, 多様な声の 音色を使い 分けて い る こ と｡ また
, 育 ( おん) を

遣うと い う唱法も声の音色を どの ように 変化さ せるか に ある こと｡ さ らに 三味線の 音色等々 , 音色が大切に

され て い る ことをまず強調 して い る ｡

言葉に つ い て は日本語の 自然な高低 ア ク セ ン トが , 結果的に メ ロ デ ィ 的なもの を作り上 げる こ と｡ 日本語

の
一 語 -

音節の 特性を全面的に 生か し自由自在 なリ ズ ム を創り出 して い る こ と｡ そ して
,
息に 関して は

,
い

わゆる西洋音楽の リ ズ ム
,
テ ソ ポ

,
そ の 他 の 緩急に 関する表情す べ て を扱い ,

｢ 息はテ ン ポ を生み
,
リ ズ ム

を生み
,
音色や 声の 色にか か わり

,
そ し て

,
太夫

,
三味線,

人形 三者の ア ン サ ン ブ ル を ス ム ー ズ にさ せる｣

と述べ て いる ( 茂手木1 9 8 8) ｡

こ の ような指摘を考えるならば, 音色 ･ 息 ･ 言葉とい っ た タ ー ム が
, 伝統音楽の 特性 を把握す るため の 重

要な位置を占めて い ると考えられる ｡ 日 本伝統音楽の カ リ キ ュ ラ ム 作成に おい て は ,
こ うした用語が

,
伝統

音楽を有機的 , 立体的 に捉え なが ら, か つ そ の 中に
,
リ ズ ム

,
旋律

,
と い っ た こ れまで の 概念を内包す る力
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をも つ もの と して , 考えられるの で はない かと思う ｡ 筆者は こ う した < 音色 > < 言葉> < 息 > と い っ たもの

の根底に 存在する捉え として < 身体 > も加 える必要性を感ずる ｡ 今後, 息, 音色 , 言葉, 身体と い っ た用語

を核と したカ リ キ ュ ラ ム 成立の 可能性を探 っ て い きたい ｡

4 おわりに

作曲家の ヂ伊桑は言 う｡ ｢ 東洋で は西洋に比 して 音楽の構造的理論の 探求に 大きな重要性を与えられる こ

とが 少く ! 音楽自体を包括する状況的関心 が強か っ たわけ で す｡｣ と0

音楽の構造に着目 し, 探求し, 自己と対話さ せ , 認識し, 感動に至る西洋と ｢ 前提条件なく ｢ 全体｣ と し

て受容し, 即座に 聴者の幻想か ら自身なりの内的深層に引き入 れ, そ して音楽を ｢ 解剖｣ する こ となく ,
そ

の まま ｢ 心琴｣ に響か せ , 音楽の 秘密と自身の 秘密を合流｣ ( ヂ伊桑1 9 9 2) さ せ る東洋 ( 日本) を , 音楽科

カ リ キ ュ ラ ム 上 で どの ように捉 え
, 両立させ て い けばよい の で あろうか ｡



9 2 新潟大学教育人間科学部紀要 第 8 巻 第 1 号

資料 1 : 日本伝統音楽の理論 ･ 音楽的特徴と学習指導要領の諸要素

小 泉
1

中学校学習指導要領
2

小 島
3

○音素材 < 構成要素 > ○音階と音律

1 楽音と喋音 ○音色 1 伝統音階の 分布

2 音色 ･ 声や楽器の 固有の 音色 2 音階や音律な どに

3 声 の音色 (発声法) ･ 曲種に応じた声の 表現や楽器の 奏法における様々 な音色 つ い て の伝統的な

4 楽器 の音色
･

音色の 組み合わせや変化に よる豊かな響き 用語

○リ ズ ム

○音組織一 日本音楽の音階 ○リズ ム

や調 の構造- ･ 指節的なもの

5 音律 拍子やそれに基づく リ ズ ム パ タ ー ソ な どを含む 1 伝統音楽の基本的

･ 十 二 律 拍子のまとまり感, リ ズ ム パ ター ン の 反復や変化な ど なリ ズ ム 感

2 無拍の リ ズ ム と有

･ 平均律と純正調 ･ 非拍節的なもの

･

実用音律 拍が等間隔で ない こ とか らくる自由な動き

6 音階 ○旋律 拍の リ ズ ム , 拍節

･ 主音と核音 ･ 旋律が基づく と こ ろの 音階 ( 西洋音楽に み られる長 音階と短 的なリ ズ ム

･ せ ま い音階 音階の ほか に 調性 の な いもの な ど, 我が国及び世界の 諸民族 3 1 拍の まとまりと

･

テ ト ラ コ ル ド の音楽に用 い られ て い る様 々 な音階も含む) 付点の ]) ズ ム L

○音色

○旋律法

○演奏形態と - - モ

･ テ ト ラ コ ル ドの積み重ね ･ 旋律線の持 つ 方向性

･ オ ク タ
ー ブ音階 ･ 音 の つ なが り方

･ 音階の グ ル ープ分け
･ フ レ ー ズ の 作り方など

･

テ ト ラ コ ル ドの混合 (転 ○和声を含む音と音との かかわりあ い

調) ･ 西 洋音楽に見られ る機東和声

･ 伝統的な音階理論 ･ 我が 国及び世界の 諸民族の 音楽に 用 い られる様々 な音と音と

7 旋法 のかかわ り合い

○楽曲構成法

○学習法と教授法

○リ ズ ム と楽式 ○形式

8 有柏と無拍 ･ 反復, 変化, 対照などとい う構成原理

･

追分リ ズ ム
･ パ タ

ー ソ の 連鎖と積み重ね ,
二 部形式, 三 部形式な ど, それ

･ 無相の リ ズ ム ら の組み合わせ に よる
■
いく つ か の 楽曲構成法

9 拍節

･ 雨 だれ 拍子

･ 二 拍子 の原理

など

< 表現要素 >

･ 二 拍子以外の 拍節 ○速度

10 楽式 ○強弱

･ フ レ
ー

ズ の 構成と結合

･ 伝統的な楽式理論

･

序
. 破 .

急

など

1 小泉文夫 ｢ 理論篇｣ 『国立劇場芸能鑑賞講座 日本の音楽 < 歴 史と理論 > 』 国立劇場事業部, p p . 6 5- 9 3

2 文部省 『中学校学習指導要領 ( 平成10 年12 月) 解説一音楽編- 』 平成11 年, 教育芸術社 , な お , 音色, リ ズ ム

と い っ たそ れぞれ の項目 の下位に記 した小項目は, 解説29 ペ ー ジ の 記述をまとめたもの で ある ｡

3 小島美子が ｢ 伝統音楽の音楽的特徴｣ と して まとめた もの ｡ な お , そ れ ぞれ の 下位項目で詳細な説明がなされ

て い る ｡ 小島美子 ｢ 日 本 の伝統音楽概説｣ 『日 本 の 伝統文化を生 か した音楽の指導』 峯岸創監修編, 暁教育図

書
,
2 002 年

, p p . 1 6 7- 2 3 8
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資料 2 : 特性のそれぞれにおける特徴的事項

9 3

茂手木
4

( 日本音楽の特徴の項目試案)

( 従来 の 3 要素を出発点と した19 の 観点)
伊野

5

( 日本音楽の 音楽的な特性)

○メ ロ デ ィ

･ A - 4 4 0 H z 以 外の 基準
･ ･ ･

1 2 律 の 音律法 ･ 音階音以外の

音高の使用

･

1 2 音階以外の音階 -

5 音音階とそ の旋律法

･ ア ナ ロ
ー グ的 な発音法 (塩梅

,

ユ リ
,
ス リ)

･ 音階音以外の音を伴 っ て ポ ル タ メ ソ ト風 に移行する旋

律の 特徴

･ オク タ - ヴ以外 の音域の把握の しかた

･ 日本語の音調言語と して の特徴に依存する音程の傾向

- ･ 完全4 度 ･ 完全5 度

･ 調性の 不在 - 移調すると変わる旋律 (渡 し物)

○リ ズ ム

･ 強弱 ア ク セ ン トの 少な い リ ズ ム ･ ほ と んど見られ な い

3 拍子
･ 追分様式

･

付 加リ ズ ム

･
一

拍を連続的に積み重ねるリ ズ ム ( 読経
,
雨 だれ の 拍

子)

･ 伸縮するリ ズ ム

･ ｢ 打楽器｣ を意味する ｢ 拍子｣

･

ア ゴ ーギ クな ど
一

定で な い テ ン ポ感 (浄瑠璃の様式)

○ - ー モ ニ ー

･ ハ
ー

モ ニ ーで な い 集合音 ( 笠の 合竹 ･ 声 明)

･

音色の 様々
-

非調和成分 ( 倍音以外) の音色 の追及

○構成方法

･ 旋律の 進行プ ロ セ ス の 様々 ･ 旋律型主動による楽曲構

成
-

循環的 ･ 消滅的 ･ 不変的 ･ 即興性

･ 開始感の 様 々 - 漸次的な開始法

･ 終止感の 様 々
-

消滅的 ･ 連続する ような構成法, だ ん

だ ん a c c e l . す る太鼓の 打法な ど

･ 全体構成
-

言語構成法の 引用(連歌的連鎮法)
･

序破急

･

付加的要素の 選びかた
-

演劇性の 重視
･ 文学性の重視

･ 舞踊 の重視

○音色の 特性

･ 多彩な音色 ( 例 : ジ ャ ソ ル に より異なる声の音色｡ 同

じ楽器 で もば ちや駒を変える こと に より, 音色を変化

させ る｡)

･ 発音の 工 夫 ( 例 : 挙や 三味線の絃を
`

は じく ･ こする･

すくうな ど
''

多様な発音技法, 尺 八 の ム ラ息や 三 味線

の
"

サ ワ リ
''

な どの 嘆音効果｡ )

･ 個性的な音色の 集合体 ( 例 : 歌舞伎の下座音楽や雅楽

の 楽器の 拒合せ ｡)

○時間的な特性

･ 拍節的な リ ズ ム と自由リ ズ ム ( 例 : 般若心経の読経,

雨 だれ拍子, 撃曲 ｢ 六段の 調｣ ｢ 八 木節｣ [ 以上拍節的

リズ ム] ｡ 太鼓の 流し打ち, 追分節 [ 以上自由リズ ム] ｡)
･

速度 の漸次的変化 (例 : 序
･ 破 ･

急, 片来の リ ズ ム ｡)

･ 拍の 伸縮
,
間 ( 例 : 雅楽に見られる拍の 伸縮 ｡)

･ 拍節 の 不
一

致 ( 例 : 尺 八伴奏に よる民謡の 尺 八 と唄と

の 拍 のずれ ｡)

○旋律的な特性

･ 単旋律志向 (例 : 民謡の 唄 と伴奏尺八 の 旋律｡)

･ 多彩な旋律装飾 ( 例 : ゆ り, こ ぶ し, 尺 八 の なや し,

コ ロ コ ロ
,
カ ラ カ ラ

, 筆築の 塩梅奏法｡)

･

音組織 ( 例 : 民謡音階, 都節音階)

･ 相対的な音階
,
音高

,
音域 (例 : 声の 高さ に 合わせた

伴奏尺 八 の管長変更｡)

･

合奏時の音高の不
一

致 ( 例 : 雅楽 の龍笛と筆築の旋律｡)

○言語的 な特性

･ 発語 の工夫 (例 : 清元節 の
"

ウ ム
'
'

"

ゥ ヶ ル
"

な どの

技法｡

･ 言葉 の リ ズ ム や抑揚を生かす (例 : 歌舞伎の 七 五調の

せ りふ ｡)

○特性 の さまざまな組合せ

･ 不 即 不離 の 合奏様式など

●文化的側面

◎総合把握

4 茂手木潔子 ｢ 表現教材と し て の 雅楽指導の
一 考察一管弦 《越天楽≫ を例と して - ｣ 『音楽教育学 第2 4-4 号』

日本音楽教育学会
,
19 9 5 年

, p p . 2 9 - 3 8

5 伊野 義博 ｢ 日本音楽授業の ため の ポ イ ン ト｣ 『授業実醜の た めの 音楽科教育法 ( 小学校)』 伊野義博, 加藤富美

子 , 重嶋博, 藤川
-

育, 矢揮千宜 , 教育芸術杜, 1 9 9 3 年 , p p . 2 2- 2 7 , な お こ れ は, 次の 研究をもとに して い

る｡ 伊野義博 ｢ 日本音楽の 指導- そ の 音楽特性の 考察から - ｣ 上越教育大学修士論文, 19 9 1 年
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資料 3 : 直結する先行研究 ･ 文献

伊野義博 ｢ 日本音楽授業のた めの ボイ ン 卜｣ 『授業実践の ため の音楽科教育法 (小学校)』 伊野義博 ,
加藤

1 99 3 富美子, 重嶋博, 藤川
-

芳, 矢津千宜 , 教育芸術社 , p p . 2 2- 2 7

2 0 03 ｢ 郷土 の音楽- そ の特性と教材性｣ 『学校音楽教育研究 第 7 巻』 日本学校音楽教育実践学会,

p p . 1 5 4- 1 6 5

大塚葬子 『三味線音楽の音高理論』 音楽之友社

1 99 5 ･ 従来 の ｢ 都節音階｣ ( た とえば ,
e
l

- f
1

- a しh
1

- c
2

- e
2

) に , fi s
】

,
ci s
2

,
d
2

を加 えた音列におい て
,

宮は e
1

と e
2

, 角 は a
1

, 徴 は h
1

で あ り, 商は ,
f
1

-fi s
1

の 範囲
,
羽 は c

2

-d
2
の 範囲のうちの どれ か

の音高が現れうる , と い う可能性をも つ ○ p . 2 1 4

小倉朗 『日本の 耳』 岩波新書, 岩波書店

19 7 7 ･ しか し, 日本の 音楽家た ちの 耳は
,
思うに余韻の 消え去 つ た あと の ｢ し じま｣ に音楽的な意味

を見出した ◇ p . 5 9

柿木吾郎 ｢ 刈千切唄の 比較分析｣ 『日本の民謡と民俗芸能 東洋音楽選書九』 東洋音楽学会, 音楽之友社 ,

19 8 2

1 9 8 9

p p . 4 5- 8 6

･ 日本の 民謡では ! 旋律の 各部分の構造式が同 じで あり, か つ 特徴的なリ ズ ム も含め て旋律曲線

がだ い た い 一

致 して さえ い れば , 細部の旋律運動- 小節な ど一にかなり の相違があ つ て も
,

-

般 に は同 一

の 旋律と して認識され ,
き か れ て い る○ p p . 1 1 9- 1 2 0

『エ ス ニ ッ ク 音楽入 門 - 民族音楽 か ら見た音楽と教育.- 』 国
土社

･ 或る文化におけ る価値体系で 他の 文化における価値を判断する ことは不可能です ○ ですか ら
,

西洋音楽における < 莫 > を感 じ取 つ たり理解 したりするためには, ヨ
ー

ロ
ッ
パ 文化 の価値体系

を学習する必要があります○ p . 1 4

加藤富美子 ｢ パ フ ォ ー

マ ソ ス の 観点か らと らえた民俗芸能の 教材性｣ 『日本の 音の 文化』 小島美子 , 藤井知

19 9 4 昭編著, 第
一

書房, p p . 4 4 3- 4 6 2

蒲生郷昭 ｢ 日本音楽の 間｣ 『間の 研究一日本人の 美的表現』 南博編 , 講談社 , p p . 1 3 1- 1 5 2

1 9 8 3 ･ 結局, 間はリ ズ ム な の で あるが , あ る程度の 限定が必要となろう ○ つ ま り,
-

ヰ 略
- イ 音楽の

リ ズ ム を
, 拍の 頭と頭 の あ い だ の時間的距離とい う観点か ら, 演奏 の次元 で捉えた概念｣ と い

うの が間で あるo 要するに重要なの は
,

■
距離で あるo . -

中略
. -

,
また

, 気迫, 気合い , 息扱い

な どと い つ た要素は, ひ とまず聞から切り離 した ほうがわか りよ い ○

木戸敏郎 『若き古代』 日本及 日本人社

19 8 8 a

1 9 8 8 b

1 9 8 8 c

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

･

こ こ で
, 私 はわ ざと合奏すると書かな い で , 同時に重複して演奏すると書い た○ 合奏と いう ヨ -

ロ ツ
パ 音楽の ため の既成の用語には既成の概念が つ きまと い , ヨ

ー

ロ
ッ
パ 音楽とは異質の 時間

や空間や引力が支配する御神楽の説明には適当でな い か らで ある o p . 4 9

･

日 本の 唄は旋律をうた うだけ の もの で はなく
, 旋律 つ ま り音の 高低の 他に , 音色 . 音量 . 音勢

なども含めて
,

一

つ の 有機的な表現を目指すもの で あるo 有機的とは , 生命体の ようなと いう

こと で あり, 生 き物 の よう に関連 しあ つ て表現が形づく られ てゆく
,
そ して

,
そ の 根底に ある

もの は息で あり気で あるo p . 6 3

･ 採譜 しな い に して も洋楽的な聴き方をすると, メ ロ デ ィ - と リ ズ ム に分解して 理解 しようとす

るo 他 の要素, そ れ は音 の高低や長短と同じく ら い大切な要素で あるが音色や音勢は理解の網

にかか つ て こ なく なる○ とい う こ とはやが て はう しなわれ て い く こ とになろうo p . 6 7

小泉文夫 ｢ 理論篇｣ 『国立劇場芸能鑑賞講座 日本の 音楽 < 歴史と理論 > 』 国立劇場事業部
,
19 7 4 ( 第

一

1 9 8 3 ( 第 三刷) 刷)
, p p . 6 5- 9 3

小島美子 ｢ 日本の伝統音楽概説｣ 『日本の 伝統文化を生 か した音楽の 指導』 峯岸創監修鼠 暁教育図書,

2 0 0 2 p p . 1 6 7- 2 3 8
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柴 田南雄 『音楽の骸骨の はな し一 日本民謡と12 音楽の 理論- 』 音楽之友社 ,
19 7 8 ( 第 1 刷)

19 8 0 ( 第 2 刷)

19 8 3

･

核音から の間隔は 4 度 の協和関係にく ら ベ るとは るかに不安定で あるが, 馴 ま2 種額, つ ま り

長2 度の 間隔と短 2 度 の間隔に区別で きるo しか し, 民謡やわ ら ベ 唄に は長 2 度を超えた り,

長2 度か短 2 度か の区別の は つ き りしな い 場合も大 い にあり得るo p . 3 1

『日本の音を聴く』 青土社

･ しか し
,
音楽 の かたちはそ の民族の言語, そ れも話される言葉ときわめ て 密接に結び つ い て い

る○ 言葉 の ア ク セ ン ト, 語や文章の ア ク セ ン トが音体系を , 音階を つ くり出すの で あるo p . 1 7 9

徳丸書彦 ｢ 間は拍子かリ ズ ム か｣ 『間の研究一日本人の美的表現』 南博編, 講談社, p p . 9 5- 1 1 2

1 9 8 3

2 0 0 0 ( 第.10 刷)

･ 日 本音楽における間と いうも のを
,
こ う した

一

般的な枠組みの 中で 考え て みれば
,
次の ように

まとめる ことが で きると思われ る○

第
一

は
,
リ ズ ム と して の間○ これが演奏の 好悪を決定する o

第二 が, 拍子 と して の間○ こ の好さが , 周期的な音の 交替を保証する○

第 三 が, 拍と して の 間○ こ れ は ,
パ ル ス 意識を基礎に して ,

テ ン ポを
一

定 にする o 大間

( ゆ つ く り の間) . 早間と い う言 い 方もこ れに基づ い て い る○ p . 1 0 9

｢東洋音楽｣ 『講座 美学4 一芸術の諸相』 今道友信編 東京大学出版会 (初版198 4 年) p p . 7 3- 1 1 2

･ しか し
, 現在 の 問題点は, わ れ われ が こう した誤りをおか しがち である ことにさえ気が つ か ぬ

まま , 自分たち の ｢ 音楽性｣ に頼 つ て , 異 なる音楽を捉え , そ の 美学を論 じる傾向が強すぎる

こと で ある○ p . 7 4

藤井知昭 『N H K ブ ッ ク ス ｢ 音楽｣ 以前』 日本放送出版協会, p . 1 1 0

1 9 7 8 ･ ｢ 日 本音楽を象徴的に語るもの と して ｢ 間｣ と いう言葉がある ○ こ の ｢ 間｣ は, リ ズ ム を意味

し
, 蓑間, 裏間と い う拍の意識で もあり, 大間

.

小間など テ ソ ポを意味する語で もある○ こ の

｢ 間｣ は, 同 時にきわめ て 日本的な概念でもあるo
- ヰ略. . . そ れ ゆ え

,
音楽的な意味で の ｢ 間｣

は
, 音と音と の あ い だや間隔の みを意味するもの で はな い ○ ｢ 間｣ はあい だ で あ り ,

ひ ま
,
い と

ま で あり ,
こ ろ あ い や しお で あり, そ の 場 の ぐあ いや なりゆ きで もある. 日 本 の音楽にお ける

｢ 間｣ は, まさ に ,
こ の ような多様な概念の 総合で あり, 同時に 自在に変化する意識で もあ る◇

増本書久子 ｢｢ かた ち｣ 試論- 解決の 移行とい うこと に つ い て - ｣■『吉川英史先生還暦記念論文集 日本音楽

19 7 3 と そ の 周辺』, 音楽之友社, p p . 4 0 9- 4 2 6

･ ｢
一

本の 線を途切れ させず つ づけ て い く｣ と いう事 ,
ま たそ の ため に

,
｢解決を移行｣ さ せ て

は
,
た えず次に新しい 局面の展開を期待させ るという事, そ して ,

そ の ｢ 期待｣ に よ つ て 生ず

る
一

種 の ｢ 緊張｣ , こ れ らはすベ て ,
｢ 時間の 充実｣ と いう

一

点に帰するもの であると い えよう○

茂手木潔子 『文楽 声と音と響き』 音楽之友社

19 88

1 9 9 5

･ 私は ,
< 日本音楽の 三要素 > を考え てみた ○ まず ,

< 音色 > , そ し て < 言葉 > , 三 つ 目 は < 息>

と ○ 文楽の音楽で も, こ の 三要素が最も大切にされ て い る ○ p . 1 3

｢ 表現教材と して の雅楽指導の
一

考察 - 管弦 《越天楽≫ を例として - ｣ 『音楽教育学 第24-4 号』

日表音楽教育学会, p p . 2 9- 3 8

文部省

1 99 9

『中学校学習指導要領 ( 平成10 年1 2 月) 解説- 音楽編- 』 教育芸術社

鷲尾勝 ｢ 日本音楽の指導における諸問題｣ 『有馬大五郎先生古稀記念論文集』 国立音楽大学楽理学科研

1 97 0 究室編, p p . 3 2 5- 3 6 1

･ 日 本音楽の 指導で は ｢ 模唱法｣ あ る い は ｢ 聴唱法｣ と いうの が ,
どう して も必要な の で ある○

p . 3 3 2

甲 伊桑

1 99 2

｢ 私の 音楽を聞く方の ために｣ 『芦伊桑 わが祖国
.
わ が音楽』 影書房, 伊藤成彦編, p p . 9 - 1 0


